
 

  

 

 

 

 

 

校舎から見る赤城山など北方の山々は、例年になく白い雪化粧を 

しています。寒風厳しい日々が続きますが、日差しは確実に春の訪れを 

告げています。令和６年度も残すところ『節目』の３月だけとなりました。子供たちはお世

話になった６年生へ感謝の気持ちを表すため、「６送会」に向け準備をしているところです。 

さて、今回は『節目』について考えてみました。私たちの身近にある竹ですが、竹は細く

て長いのに、雪が降ってもその重みに負けず、強い風でもしなやかに吹かれて、折れたりす

ることはほとんどありません。しかも、竹はぐんぐん伸びて、すぐ大きくなります。それは、

竹には『節』があるからです。雪の重みや強い風があっても、節があるので大きくしなるこ

とができ、元に戻れるのです。また、節ごとに成長点があって、ぐんぐん伸びることができ

るのだそうです。では、人にとって、困難に負けず強く生きていくために「節」となるもの

は何だろうと考えると、それは、生活している中の『節目』ではないかと思います。『節目』

とは、「新しい年になる」「新しい学年に進級する」「中学校へ進学する」というような、

生活していく中で区切りとなる時期のことです。そして、この『節目』を大切にするために

必要なことは、しっかりと目標をもつことです。目標とそれを実現させようという強い意志

をもつことで、困難に負けず成長していけるのだと思います。今、「深小っ子」は、「１つ

上の学年への進級」「中学校への進学」という大きな『節目』を大切にし、目標をもって生

活しています。目標実現のために頑張ったことを振り返った時に、自分が成長できたと実感

できるのではないかと思います。 

学校としても年度末になり、本年度の教育活動の評価をして課題を明らかにし、それをも

とに来年度に向けての改善策を検討しているところです。年度が変わるという『節目』を大

事にし、さらに充実した教育活動が展開できるよう、保護者や地域の皆様からの信頼をいた

だける学校にしていけるよう取り組んでまいります。 

 

 

 

当日は、学校応援団長の押野見様をはじめとする、 

昔遊び、読み聞かせ、ネギ栽培、運動支援、夕焼け計算道場、クラブ支援、交通指導員、ス

クールガードリーダー、見守り隊等の代表の皆様、総勢１４名にお越しいただきました。地

域の方々に日頃の感謝の気持ちを伝えるために、運営委員会で作成した感謝状もお渡しする

ことができました。児童には、地域の方々の様々な支えがあって学校生活が送れていること

を改めて感じさせる機会となりました。引き続き、「深小っ子」の安心・安全、豊かな学び

のために、温かいご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 
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曜

日 
主な学校行事 

1 土 深谷公民館まつり 17 月 特日５、６年出前授業（深谷中から） 

2 日 深谷公民館まつり 18 火 特日５、卒業式予行 

3 月 特日、登校指導、６年先輩からのメッセージ 19 水 特日 

4 火 全校朝会、５年お茶育、クラブ（最終） 20 木 春分の日 

5 水 チャレンジタイム・読書 21 金 
特日４：１～４年・６年、給食最終日、 

６年修了式、５年卒業式準備 

6 木 
特日、６年社会科見学、 

アルミ缶回収・フードドライブ 
22 土  

7 金 特日、代表委員会 23 日  

8 土  24 月 卒業式、１～３年臨時休業日 

9 日 郷土かるた県大会（越谷市総合体育館） 25 火 特日３、６年臨時休業日 

10 月 特日、PTA理事会 19:00～ 26 水 
特日３、１～５年修了式、小中連絡会、 

６年臨時休業日 

11 火 特日 27 木 学年末休業日 

12 水 特日 28 金 学年末休業日 

13 木 
特日５、一斉下校、 

アルミ缶回収・フードドライブ 
29 土  

14 金 特日５、（※深谷中学校卒業式） 30 日  

15 土  31 月 学年末休業日 

16 日   

３月の主な行事予定（状況によって変更する可能性もあります） 


